
４ 指導法改善のポイント

年 度 令和元年度 平成３０年度

種 別 国語 国語Ａ 国語Ｂ

平均 県 9.2問／14問 8.4問／12問 4.2問／８問

正答数 全国 8.9問／14問 8.5問／12問 4.4問／８問

平均 県 ６６％ ７０％ ５３％

正答率 全国 ６３．８％ ７０．７％ ５４．７％

○成果１ 設問番号 １四(1)ア，ウ 【平均正答率（％）】

【設問の概要】 １四(1) 本県 全国 差 自校
公衆電話について調べた【報告する

文章】の中に使われている語について ア 対象 ５４ ４２ ＋12
漢字を使って，正しく書き直すことが
できるか。（「対象」，「関心」） ウ 関心 ６０ ３６ ＋24

【学習指導要領における領域・内容】

〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

(1)ウ 文字に関する事項 (ｱ)

本問題に関する指導事項の内容は，低学年の平仮名や片仮名を読んだり書いたりすること

に始まり，高学年の漢字を日常的に文や文章の中で適切に使うことである。本県小学校にお

いては，多くの先生方の熱意に支えられ，６年間継続した丁寧な指導が繰り広げられている。

本調査において，毎年度成果を挙げているが，本年度は特に顕著であった。出題された２問

は同音異義語であり，文脈の中で，意味の違いを考えながら漢字を使用することが大切であ

る。漢字のもつ意味を考えながら，正しく使用する習慣を今後とも育んでほしい。

※ 同一の問題「関心」について正答率を比較してみよう。

H30鹿児島学習定着度調査 １月実施 H31全国学力・学習状況調査 ４月実施 差

○成果２ 設問番号 ３三
【平均正答率（％）】

【設問の概要】
インタビューを通して，畳職人の仕 本県 全国 差 自校

事への思いや考えに着目して心に残っ ３ 三
たことを書くことができるか。 ７５ ６８ ＋７

【学習指導要領における領域・内容】

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと エ

本問題では，必要な情報を得るために，話し手の意図を捉えながら聞いたり，自分の考え

をまとめたりすることが問われている。目的を明確にして情報を関連付けながら聞き，自分

の考えをまとめる言語活動は，他教科等の学習などにも生かされるため，今後も重視したい。

成果１ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うこと

成果２ 話し手の意図を捉えながら聞き，自分の考えをまとめること

課題１ 情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉えること

課題２ 目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確にし，まとめて書くこと

国 語【小学校第６学年】

正答の状況

今回の調査結果から明らかになった成果と課題

成果が見られた問題の概要



▲課題１ 設問番号 １二

【設問の概要】
【報告する文章】中の「（２）

公衆電話にはどのような使い方
や特ちょうがあるのか」の書き
方の工夫を考えることができる
か。

【学習指導要領における領域・内容】
〔第５学年及び第６学年〕
Ｂ 書くこと ウ

▲課題２ 設問番号 １三 【平均正答率（％）】

【設問の概要】 本県 全国 差 自校
【報告する文章】中の「２調査の内容

と結果」の(1)と(2)で分かったことをま １ 二 ５９ ６３ －４
とめて書くことができるか。

１ 三 ２５ ２９ －４
【学習指導要領における領域・内容】
〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと ウ

本問題は，生活の中で気になったことを調べ，報告する文章を書く場面を想定して出題され
た。設問二では，「情報を分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉えること」を出題
された。設問三では，「目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確にし，まとめて書くこ
と」が出題された。

設問二

○ 【報告する文章】の中の「（２）公衆電話にはどのような使い方や特ちょうがあるの

か」では，調べて分かった情報を分かりやすく伝えるために，リード文で調べたこと

が紹介され，本文ではその内容を整理して箇条書きで表している。

○ 本県児童の２割が，「考えのもととなる事実を示すために，図や表を用いて書いてい

る。」を選択している。【報告する文章】全体の特徴として適当であるが，本問の条件

には相応しくない。問われている内容を正確に焦点化できなかったことが予想される。

（改善点）日常生活の中から気になったことを調べ，まとめて報告する（書く，話す）な

どの学習を行う際に，何を調べ，何を発信するかを考えるとともに，学習指導要領にお

ける〔知識及び技能〕(2)「情報の扱い方に関する事項」と関連付けながら，目的や意

図を明確にして表現の方法を考えることも大切にしていきたい。

設問三

○ 本県及び全国で最も正答率の低かった問題である。設問の条件としては，【報告する

文章】の作成者の高橋さんが，「公衆電話は，必要がなくなってしまったわけではない」

という考えに至った理由を「２ 調査の内容と結果」の(1)，(2)からそれぞれ読み取る

こと（条件①），その内容を使って相応しい記述をすること（条件②）が示されている。

○ 条件①について，記述できた児童は本県児童の３割であった。「２ 調査の内容と結

果」の(1)，(2)の中から，記述に必要な部分を正確に読み取れなかったのか，あるいは

必要な部分を適切に表現できなったのか各学校で検証が必要である。

（改善点）本問題では(1)，(2)を要約する際，「分かりました。」という述語に留意して

読むことが大事なことであり，それを生かして表現する力が必要である。表現する内容

から，「何を読めばよいか」を考えながら読む力を指導していきたい。

課題が見られた問題の概要

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点

問題点とその改善点


